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この原稿を書いている 5月初旬の沖縄は，暑いと思われる人もいるでしょ
うが，東京や大阪に比べると海風がある分，過ごしやすく感じます．さて，
沖縄観光の best season はいつかと聞かれることがあります．本誌を購読さ
れている忙しい先生方には，台風で飛行機が欠航の可能性がある 7～9月は
お薦めしません．またこの時期は紫外線がとても強く，昼間のゴルフは過酷
になります．過去のデータから 10月の第 4週には台風は来ないはずでした
が，昨年の 10月第 4週の日本整形外科学会基礎学術集会(沖縄県宜野湾市)
では土日に台風が直撃しました．地球温暖化のせいかもしれません．晴天率
は 10月が最も高く，プロ野球の冬季キャンプが開催される 1～2月は曇りの
日が多く，梅雨は 5～6月なので，大雑把には 3～4月，10～12月がお薦め
です．とはいっても正月でも晴れれば 25℃を超え，2月には日本で最も早い
寒緋桜の開花もみられることから，12月～2月はとりわけ雪国の人にとって
素晴らしい時期と思います．
本号の「誌上シンポジウム：変形性足関節症のフロントライン」は二木久

照先生の素晴らしい企画です．足関節は下肢の荷重関節である股関節・膝関
節に比べると人工関節の開発が遅れ，膝関節・肩関節・肘関節に比べると鏡
視下手術が標準的とは言えませんでした．近年は鏡視下手術，骨切り術，人
工足関節置換術の発展が著しく，このシンポジウムを通読いただければ変形
性足関節症治療の進歩を実感できると思います．「Lecture」は common
disease の 1つで保存療法により自然治癒することが多いとされる「凍結肩
の病態と治療」についてです．いわゆる「五十肩」の第一選択は保存療法で
多くは治癒しますが，すべてが自然治癒するわけではなく，糖尿病患者は難
治例が多く，手術療法も含めた病態に合わせた治療が必要なことを強調して
おります．「整形外科・知ってるつもり」の「リウマチ患者の Body Image」
では，Body Image と抑うつの密接な関係が紹介されています．「境界領域・
知っておきたい」では高齢者のロコモ・サルコペニア・フレイルの関係につ
いて記述されています．老年医学の分野ではフレイルが多く用いられ，ロコ
モとフレイルの違いを理解している内科医は多くありません．超高齢社会を
迎えた日本で整形外科医がロコモ対策の主導権を持ち，健康寿命の延伸に貢
献することが重要と考えます．
本号は有用な情報が満載されています．日常の臨床や研究にお役立ていた

だければ幸いです． (金谷文則)
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